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研究成果の概要（和文）：報告者は、日本医療機能評価機構認定病院患者安全推進協議会（PSP）会員病院を対
象に病院内のがん患者の自殺事故調査を行い報告をした（成田，河西ら，患者安全推進ジャーナル，2022）。ま
た、同協議会が2011年に発刊した、ジャーナル別冊「病院内の自殺対策のすすめ方」を、新たな知見を加え全面
改訂し2023年に発刊した。また、2011年から経年的に実施されてきた、院内自殺事故予防と事後対応のための研
修会（PSP主催）において、がん患者の自殺事故の現況やその対策に関する研修プログラムを開発し、加えて、
自殺事故が生じたあとの事後対応と医療者のケアのための教育研修プログラムを新たに開発した。

研究成果の概要（英文）：The authors conducted survey of suicide incidents among cancer patients in 
the member hospitals of the Patient Safety Promotion (PSP) Committee of the Japan Council for 
Quality Health Care (JCQHC), and reported the situation. The authors developed a training program on
 the current status of suicide accidents among cancer patients,and introduced it at the 2-day 
training workshop for the prevention and response to suicide accidents conducted by the PSP. In 
addition, the authors developed a new training program for postvention for suicide accident and care
 for medical personnel. The authors revised the ‘Recommendations for Suicide Prevention in 
Hospitals' which was published in 2011 by the PSP based on the new findings, and published second 
version of it in 2023. 

研究分野： 自殺予防学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
がん罹患、特にがんと診断されて1年以内の罹患者は自殺のリスクが高いことが知られている。報告者は、日本
医療機能評価機構認定病院患者安全推進協議会（PSP）会員病院を対象に病院内のがん患者の自殺事故調査を行
った。また、がん患者の自殺事故の現況やその対策に関する研修プログラムを開発し、PSPが経年的に実施して
いる自殺予防研修プログラムに導入すると共に、自殺事故が生じたあとの事後対応と医療者のケアのための教育
研修プログラムを新たに開発した。また、自殺事故予防と事後対応の普及のために、同協議会が2011年に発刊し
た書籍、「病院内の自殺対策のすすめ方」を、新たな知見を加え全面改訂し2023年に発刊した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

日本の自殺率は予てから高値で、先進国中最悪水準が続き、自殺は日本の公衆衛生上の最大重要

課題であった。自殺の危険因子として、「がんをはじめとする慢性／進行性疾患の罹患」が知ら

れており（Bostwick，2002）、米国では、自殺が病院における重大事故の上位に位置することが

米国の病院機能認証機構、“The Joint Commission”の経年調査から明らかにされていた

（http://www.jointcommission.org/SentinelEvents/）。応募者らは、日本医療機能評価機構機

認定病院患者安全推進協議会（以後、協議会）と共同で 2005 年と 2015 年に全国規模の実態調査

を行い、一般病院の入院患者に多数の自殺が発生していたことを明らかにしていた（岩下ら，

2006；Kawanishi ら，2007；河西ら，2016；Inoue ら，2017）。特に第 2 回の調査（表 1）では、

一般病床で発生した自殺の約半数が、がん患者であることが明らかにされ、この実態について機

構でプレス会見が行われたこともあって注目された。加えて近年、がんと診断されてから 1年以

内の自殺リスクが極めて高いことが相次いで報告され（Fang ら，2012；Yamauchi ら，2014）、が

ん医療における自殺問題、およびその予防の取り組みに関心が集まっていた。2013 年以降、こ

の問題は厚生労働省社会保障審議会で繰り返し議論され、2016 年 12 月 21 日の第 63 回がん対策

推進協議会においても、この問題が議論され、がん対策基本法に基づく「第 3期がん対策推進基

本計画（2018 年 3 月に閣議決定）」に初めてがん患者の自殺予防対策が明記されるところとなっ

た。 
 
２．研究の目的 

本研究は、①入院中のがん患者の自殺の実態を、腫瘍学、精神医学、医療安全学、あるいは自殺

予防学等の複合的な観点から明らかにし、②その実態に基づき自殺予防にとって重要な因子を

抽出し、③がん医療に携わる医療者を対象に自殺予防のための教育研修プログラムを開発し、④

その有効性を明らかにするとともに、さらに、⑤これを広く普及・啓発し、診療現場において自

殺予防活動と研究を推進することを目的として実施された。 
 
３．研究の方法 

以下の方法による研究実施を計画した。 

１）入院中のがん患者の自殺の実態を、腫瘍学、精神医学、医療安全学、あるいは自殺予防学等

の複合的な観点から明らかにする 

：研究代表者らが、2005 年、15 年に実施した病院内の自殺事故の実態調査（岩下ら，2006；河

西ら，2016）の結果を参照し、入院中のがん患者の自殺の実態調査のための調査紙を平成 30 年

度前期に作成した。これを、協議会に所属する全国の認定病院一般病院（約 1300 病院）の医療

安全管理担当者宛てに送付し回答を依頼し、一定期間後に調査紙を回収し、平成 30 年度後期に

集計、解析した。 

２）がん医療に携わる医療者への自殺予防のための教育プログラムを開発する 

：上記１）を踏まえて、2011 年より協議会が主催してきた入患者の自殺予防と自殺事故後の事

後対応に関する研修会における「がん患者の自殺予防に資する教育研修プログラム」を開発した。

さらに、院内で自殺が発生した後の医療者のケアに特化した教育研修プログラムを開発した（ア

ウトカム５、平成 31 年度後期）。 

３）本研究で得られた成果を広く普及・啓発し、診療現場における自殺予防活動と研究を推進す

る 

本研究で得られた成果をとりまとめ、協議会が発行、配信する患者安全推進ジャーナル等の学術

誌等で普及、啓発を行った。 

 
４．研究成果 

研究期間全体を通じて、以下の成果をとりまとめた。 

 2020年から21年の期間に、日本医療機能評価機構認定病院患者安全推進協議会会員病院を対

象に病院内のがん患者の自殺事故調査結果を行った。同調査は新型コロナ感染拡大下で実施さ



れたために、回答数がかなり限られたものの、がん患者の自殺事故の特性について、報告をし

た（成田、河西ら，患者安全推進ジャーナル，2022）。そして、同協議会が、2011年に発刊し

た、ジャーナル別冊「病院内の自殺対策のすすめ方」を、報告者らが実施した最新の研究成果

等を踏まえて全面改訂し、改訂版を2022年度末に発刊した（報告者と研究分担者らが監修）。

同書は、病院内の自殺予防に特化した世界で唯一の専門書籍である。 

また、2011年から経年的に実施されてきた、院内自殺事故予防と事後対応のための研修会（認

定病院患者安全推進協議会主催）に、上記の成果等を踏まえてがん患者の自殺事故の現況やそ

の対策に関する教育研修プログラムを開発、導入した。最終年度には、上記の2020年‐21年の

がん患者の自殺事故調査結果から課題であることが明らかとなった、自殺事故が生じたあとの

事後対応と医療者のケアのための教育研修プログラムを開発した。 
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